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中⻑期ロードマップ及び戦略プランに基づく基本的なシナリオ構成（暫定版） 

全体的なシナリオ  

 

（1）使⽤済燃料プールからの燃料取出し 

 
第１期 

（使⽤済燃料プール内の燃料取出しが開始されるまでの期間） 
第２期 

（燃料デブリ取出しが開始されるまでの期間） 
第３期 

（廃⽌措置終了までの期間） 
 

 2011年度 2012年度 2013年度  2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度以降  

   2 年後    (前)            (中)         (後)   10 年後  30〜40 年後 
使⽤済み燃料プールからの燃料取出し                                   

１号機                                   

２号機                                   

３号機                                   

４号機                                   

周辺環境                                   

基本的なシナリオ  

 

（2）プラント安定状態の維持･管理 

 
第１期 

（使⽤済燃料プール内の燃料取出しが開始されるまでの期間） 
第２期 

（燃料デブリ取出しが開始されるまでの期間） 
第３期 

（廃⽌措置終了までの期間） 
 

 2011年度 2012年度 2013年度  2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度以降  

   2 年後    (前)            (中)         (後)   10 年後  30〜40 年後 

プラント安定状態の維持･管理                                   

 臨界管理                                   
  臨界監視 
  臨界停⽌                                   

 冷却                                   

 閉じ込め 
  格納容器（PCV）気相部の漏洩抑制 
  汚染⽔（液相部）の漏洩防⽌ 
  ⽔素爆発の防⽌ 

  

                                

 安全設備の維持･信頼性向上                                   

基本的なシナリオ  
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（3）炉内燃料デブリ及びプラントの状況把握 

 
第１期 

（使⽤済燃料プール内の燃料取出しが開始されるまでの期間） 
第２期 

（燃料デブリ取出しが開始されるまでの期間） 
第３期 

（廃⽌措置終了までの期間） 
 

 2011年度 2012年度 2013年度  2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度以降  

   2 年後    (前)            (中)         (後)   10 年後  30〜40 年後 

炉内･燃料デブリ及びプラントの状況把握                                   

実機調査による推定                                   
 格納容器（PCV）内部調査技術の開発 
   1.調査計画･開発計画の⽴案･更新 
  2.特定部位へのｱｸｾｽ･調査装置･ｼｽﾃﾑの開発 

                                  

 格納容器（PCV）内部詳細調査技術の開発 
   1.調査計画･開発計画の策定 
  2.装置･技術の開発 

                                  

 圧⼒容器（RPV）内部調査技術の開発 
   1.調査計画･開発計画の策定 
  2.炉⼼にアクセスする装置の開発 
  3.炉⼼部までの調査⽅式の開発､選定 
  4.調査装置全体システムの設計と⼯法計画 

                                  

 炉内燃料ﾃﾞﾌﾞﾘの検知（ﾐｭｵﾝ） 
                                  

解析による推定                                   
 事故進展解析ｺｰﾄﾞによる推定（MAAP･SAMPSON） 

  1.炉内状況の総合的な分析･評価 
 2.総合的な分析･評価に資する燃料デブリの 
  挙動や FP の挙動及び特性の推定･評価 

                                  

・実機等の測定データ 
・他プロジェクトの成果                                   

燃料デブリの性状把握･分析技術の開発 
  1.燃料デブリ性状の推定 
 2.模擬デブリを活⽤した特性評価 
 3.燃料デブリ等の分析要素技術の開発 
 4.燃料デブリの経年変化特性の推定 
 5.燃料デブリ微粒⼦挙動の推定 
  （気中､⽔中移⾏特性） 

                                  

基本的なシナリオ 

 

  



 3

（4） 燃料デブリ取出し⼯法実現性検討 

 
第１期 

（使⽤済燃料プール内の燃料取出しが開始されるまでの期間） 
第２期 

（燃料デブリ取出しが開始されるまでの期間） 
第３期 

（廃⽌措置終了までの期間） 
 

 2011年度 2012年度 2013年度  2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度以降  

   2 年後    (前)            (中)         (後)   10 年後  30〜40 年後 

燃料デブリ取出し⼯法実現性検討                                   

 閉じ込め機能の確保 
  PCV 補修他による閉じ込めの構築 

                                  

 冷却機能の維持                                   

 臨界管理                                   

 PCV･建屋の 
 構造健全性（耐震性）確保 

                                  

 作業時の被曝低減 
 労働安全の確保 

                                  

 燃料デブリへのアクセスルート構築                                   

 燃料デブリ取出し機器･装置の開発                                   

 系統設備､エリアの構築 
 ・系統設備 
 ・エリアの構築 

    
 

                              

 燃料デブリの安全・安定保管 
 ・燃料デブリの取扱い（収納･移送･保管） 
 ・作業で発⽣する廃棄物の取扱い 
 ・保障措置 

                                  

基本的なシナリオ  
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（5）燃料デブリ取出し及び燃料デブリ取出しに向けた取り組み（準備・環境整備・関連⼯事） 

 
第１期 

（使⽤済燃料プール内の燃料取出しが開始されるまでの期間） 
第２期 

（燃料デブリ取出しが開始されるまでの期間） 
第３期 

（廃⽌措置終了までの期間） 
 

 2011年度 2012年度 2013年度  2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度以降  

        (前)            (中)         (後)   10 年後  30〜40 年後 

燃料デブリ取出し準備                                   

燃料デブリ取出し準備 
・燃料デブリ取出し装置の設計･製作 
・作業セルの設計･製作 
・系統設備の設計･製作 
・系統設備⽤補助建屋の建設 
・据付･試運転･モックアップ訓練 

                                  

燃料デブリ取出し環境整備 
・R/B 線量低減･⼲渉物撤去 
・PCV 損傷部の補修･補強作業 
・PCV 内⽔位制御 
・R/B カバー⼜はコンテナ設置 

                                  

燃料デブリ取出し関連⼯事 
・R/B 周辺整備 
・保管施設整備 
・系統設備の設置エリアの線量低減 

                                  

予備エンジニアリング                                   

（安全確保の考え⽅）                                   

（保障措置⽅策の検討）                                   

（収納･移送･保管⽅法の検討）                                   

燃料デブリ取出し  

                                   

基本的なシナリオ 
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（6）廃棄物対策分野 

 
第１期 

（使⽤済燃料プール内の燃料取出しが開始されるまでの期間） 
第２期 

（燃料デブリ取出しが開始されるまでの期間） 
第３期 

（廃⽌措置終了までの期間） 
 

 2011年度 2012年度 2013年度  2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度以降  

   2 年後    (前)            (中)         (後)   10 年後  30〜40 年後 

処理・処分  

1. 固体廃棄量の低減                                   

2. 性状把握 
 (1) 分析データの取得･管理等 
 
 
 
 (2) 分析能⼒の向上 
 
 
 (3) 性状把握の効率化 

                                  

3. 保管･管理 
 (1) 保管管理計画 
 (2) 保管･管理⽅法の検討･評価 
 (3) 燃料デブリ取り出し作業に伴って 
   発⽣する固体廃棄物の保管･管理 
   ⽅法の検討･評価 

                                  

4. 先⾏的処理⽅法の選定⼿法の構築                                   

5. 固体廃棄物管理全体を俯瞰した 
  効率的な研究開発の推進 

                                  

6. 継続的な運⽤体制の構築                                   

7. 作業員の被曝低減対策                                   

基本的なシナリオ 

 

  


